
東秩父村の
出来
事をご紹介

　８月２５日（水）、子育て支援センターでペープサートを行
いました。ペープサートとは、紙の人形劇のこと。画用紙と
割りばしなどを使って簡単に手作りすることができます。こ
の日作ったのはカエルさん。子どもたちは思い思いの顔を描
き、とてもかわいいカエルさんができました。
　１０月６日（水）には、保健センターにてミニ運動会を実
施予定です。子どもたちが元気いっぱいに活動する姿が今か
ら楽しみです！また、広報１５ページの子育て支援センター
だよりでは今後の予定が確認できます。皆さまの参加をお待
ちしています。

子育て支援センター　☎８２－０６０１

　村のシルバー人材センターが活動を開始し、９月中に３
件の仕事を行いました。この他にも受注件数は増えており、
１０月以降会員募集に力を入れたいと考えております。
　シルバー人材センター事業は、社会福祉協議会事業の一
環として、村民の皆さまの困りごとを解決できるよう取組
んでいます。身の回りで何かお困りごとがありましたら、
社会福祉協議会へご相談ください。

社会福祉協議会　☎８２－１２３８

のびのび広場「ペープサート」を行いました！

　９月１日（水）、２学期始業式を終えた東秩父中学校３年
生が、東秩父村和紙の里において卒業証書漉きを行いました。
　少し肌寒さを感じる昼下がりから、和紙の里スタッフの皆
さんの指導のもと１３名の生徒が参加し、一人ずつ自分たち
の卒業証書を漉き上げました。
　先生方や和紙の里スタッフの方々が見守る中、生徒の皆さ
んは真剣な表情で和紙漉きに挑んでいました。さすが東秩父
の文化に育まれた子どもたち、初めにアドバイスを受けた後
は、見事な腕で卒業証書を漉いていました。
　約半年後、来年の卒業式にこの日自分で漉いた和紙が卒業
証書となり、また皆さんの手に戻ってきます。中学校の３年
間は楽しいことばかりではなく、多くのことを制限されることがあったと思います。それでも、小さな頃から一緒に
過ごしてきた仲間がいたから苦しい時も乗り越えることができ、またそれがこれからの皆さんを支える思い出となる
ことでしょう。
　和紙は、とても長い時間その形を保ち続けることができます。これからの中学校生活も大いに楽しみ、皆さんの人
生の中でずっと残り続ける色あせない思い出となり、活躍してほしいと願います。

東秩父中学校の伝統　手漉き和紙で作る「卒業証書」

シルバー人材センター活動中

剪定作業を行う会員
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